	表題：第１７回DSC勉強会

	日時：

2009/1/14　16:30～18:00
	場所：

慶応義塾大学三田キャンパス北館ホール
	記録：egawa
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	１．事務局連絡 石戸

・開会挨拶
２．各部部会からの報告

２−１．システム部会　パナソニック 窪田様

・12月4日に部会を開催。システム部会での勉強会を開始。第一回はパナソニック様よ　

　り30分の講演。ロケーション、システム、コンテンツ・インターフェイスの３ワーキンググループを開始。システムガイドブックを作成中。目次構成、ドキュメント作成を開始。6月のデジタルサイネージジャパンで公開予定。
次回のシステム部会は1月29 日に第10回目を予定。

２−２．指標部会　寒山 川村様

・指標ガイドライン公開後の2009年は何を行うか。
　－指標視点の作成

　　サーキュレーションでの効果から新たな評価視点に向けて何が必要か。

　　演出方法、コンテンツ、ソフトなど。

　－調査会社にDSの事例を紹介いただく勉強会を開催
次回の指標部会は1月15日を予定。引き続きマイルストーンなど本年度計画について

仮案をベースに作成。
２－３．ロケーション部会　事務局 佐藤
　・ロケーション部会の目的、公共施設による実証実験を検討中。リサーチとサブワーキ

ンググループによる活動を開始。活動テーマ別、エリアを選定し次回部会での話し
合いを行う。
　次回のロケーション部会は1月22日にオリコム様にて開催予定。
２－４．プロダクション部会　ニューフォリア　中尾様
　・12月24日に部会を開催。DSに適したコンテンツの検討、制作面での課題抽出。
　　デジタルサイネージアワードの開催に向け実行委員会の設置、2月初頭には要綱を

発表。権利処理・倫理規定について調査研究会と専門チームを設置。コンテンツ事例

集の作成に向け国内外の事例を情報共有。

次回のプロダクション部会は1月30日を予定。
２－５．DSジャパンのご案内　CMPテクノロジージャパン　大島様
３－１．ゲストプレゼンテーション１　CSKベンチャーキャピタル 吉野様
「海外のデジタルサイネージ事例紹介」
・CSKグループの紹介、システム企画や構築から将来成長が見込める企業への投資、

キャピタルゲインでの展開。

－DSでの海外事例
　　　●Magink：所在地：イスラエル、市場：北米、欧州

　　　　　　　　 大型反射式液晶ディスプレイを使用し、ClearChannnel社で採用。

電子ペーパーと同じ反射式ディスプレイ、紙媒体の差し替えとして

使用可能。米国NFL Patriots記念館でも採用。
●Odysii社：所在地：イスラエルと米国

　　　　　　　　　マクドナルドやピザハットで採用されCRM／在庫管理と連携、
クロスセルを促進、レジで買った商品にマッチするものをレコメンド。
ソリューション導入事例：
①Blockbuster Video（主に米国）

在庫過多、回転の遅い商品のレコメンド強化、流れる映画情報に合わせたレコメンド

②Bank Leumi（イスラエル）

テラー（窓口）の銀行商品の売り上げ向上

③シェラトンホテル

45％部屋のアップグレードが増加、21％がサロン、スパ、レストランの売り上げが増加

●TRUMEDIA：所在地：イスラエルとフロリダ

　　　　　　　　　　 日本ではマクニカネットワークスが代理店として機能。
顔認識技術を基に人数、時間、どのようなプレイリストを見たかを認識。ポーランドの空港、スペインの銀行、オランダのナイトクラブで採用。Samsungディスプレイへの組み込みを公表。
　　CSKグループのDSへの取り組みとしては福岡ユビキタス特区で2011年3月まで実証実験を実施。

３－２．ゲストプレゼンテーション２　東京急行電鉄　豊田様
「PASMOの街ナカでの活用とデジタルサイネージ」

　・1月現在でPASMOは1,100万枚、目黒商店街では商店街ポイントカードとして、他の事例として横浜環境ポイントとして活用。マンションキーや学生証・社員証としても使われ、TOKYUポイントチャージやPASMO電子マネーTOKYUポイントin駅（オートチャージ会員限定）、乗って買ってTOKYUポイント（オートチャージ会員限定）、

TOP&ClubQ JMBカード PASMO、キッズセキュリティ・駅～エキッズ～など付帯サービスも行っている。PASMOは匿名性、持ちやすさ（費用、形状）、取替えやすさで

携帯電話にはない用途の拡がりがある。商店街や自治体でのポイントカードとしての活用、他の電子マネーとの連携、取り出しやすさ、改札口で必ず使うポイント化がやりやすいといったメリットがある。平成19年度情報大航海プロジェクトでの実証実験で自由が丘に来てパネルにタッチから盛り上がりマップをチェックし街での盛り上がりを見ることができるといった実験を実施。
４．事務局連絡 石戸
　　次回勉強会は2月4日に開催予定

。
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